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はこでみ職員研修２１を行いました。 

 

今回は、「問題行動への理解と対応」と題して研修を行いました。 

 

日々の支援の中で子どもたちは実に様々な行動を見せてくれます。 

可愛い行動、面白い行動、優しい行動、ルールや約束を守る行動など支援者にとっ

て心から感動し心からほめてあげたくなる行動にたくさんの幸せをもらいます。 

その反面、「やめなさい!」「いい加減にしなさい!」「何度言ったら分かるの？」「もう許

しません！」と支援者のイライラを増幅させる問題行動と言われる行動もたくさん行

います。 

当然、日々、良い行動ばかりという訳にはいきません。 

発達特性を持つ子どもたちへの支援の中では、「問題行動」への対応は避けて通れ

ないものです。 

 

そこで、今回の研修では、 

①支援者が問題と捉える子どもの行動をリストアップする 

②子どもが問題行動を行う理由を考えられる限り挙げていく 

③支援者がよく行っている問題行動への対応を発表し共有する 

④問題行動を行う理由を踏まえた効果的な対応策を話し合う 

以上の 4段階の流れに沿ってグループに分かれてディスカッションしていきました。 

 

子どもたちが問題行動を行う理由も様々ですが、支援者が問題と捉え対応する理由

も様々です。 

 

今回の研修を通して支援者同士がそれぞれの捉え方や対応方法を包み

隠さず発表し共有することで、改めて子どもたちの成長のためという対応

の目的を明確化しつつ、一通りではない幅の広い対応への視点を広げて

いきました。 

 

今回の研修で伝えたかったことは、 

●問題行動には必ず理由がある事 

●決して問題行動を理由に子どもを嫌いにならない事 

の２つです。 

問題行動に振り回されながらも、話を聞き、理由を見つけ、根気よく対応す

ることで、子どもたちの未来を明るいものにすることを最大の目的として支

援を継続していきます。 

 

 

 


